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１． はじめに  

積雪寒冷地では，融雪期にひび割れや施工ジョイントから融雪水が浸透し，凍結融解作用や交通荷重によっ

てアスファルト混合物（以下，混合物）や路盤，路床の強度が低下してポットホール等の破損が発生・進展す

ると報告されている 1)。これらの破損を抑制する対策としては，ひび割れや施工ジョイントの開きを生じさせ

ないことが重要であり，その方策の一つとして疲労抵抗性や変形追従性に優れた混合物の適用が考えられる。 

この度，北海道道東地域の国道において，ひび割れや施工ジョイントの開きの発生抑制効果を検証すること

を目的として，筆者らが開発した疲労抵抗性や低温時の変形追従性に優れた特殊改質アスファルト（以下，特

殊改質アス）を用いた試験施工の機会を得た。本報では，開発した特殊改質アスや特殊改質アスを用いた混合

物の概要を述べるとともに試験施工箇所の 1～2.5 年間の追跡調査結果を報告する。 

２. 特殊改質アスおよび特殊改質アスを用いた混合物の概要 

(1)特殊改質アスの概要 

 特殊改質アスの性状例を表-1に示す。特殊改質アスは，ポリマー改

質Ⅱ型アスファルト（以下，改質Ⅱ型アス）と比べて，①感温性が鈍

い，②フラース脆化点が 15℃程度低温側にある，③低温伸度（4℃）

が大きいなどの特徴を有するものである。 

(2)特殊改質アスを用いた混合物の概要 

 特殊改質アスを用いた混合物の性状例を表-2 に

示す。性状例は最大粒径 13mm の SMA 混合物で，

改質Ⅱ型アスを比較とした。表-2 より，特殊改

質アスを用いた混合物は，改質Ⅱ型アスを用いた

混合物と比べて，曲げ疲労抵抗性に優れ，低温脆

性やたわみ性に優れている。 

なお，特殊改質アスを用いた混合物は，新潟県

の国道において，リフレクションクラックの発生を抑

制する効果が確認されている 2)。 

３.試験施工の概要 

試験施工は，国道の 1 層切削オーバーレイ(密粒度

(13F)，t=3cm，ストアス 80/100 を用いた同種混合物と

比較)で 2箇所，国道および高規格幹線道路の新設工事

（北海道型 SMA，t=4cm，改質Ⅱ型アスを用いた同種混

合物と比較）の 2箇所，合計 4カ所である。 

なお，密粒度混合物(13F)を適用した 2箇所の基層の

ひび割れ率は 20%程度であった。 

それぞれの箇所で使用した混合物の性状を表-3に示 
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表-1 アスファルトの性状
特殊改質

アス
改質Ⅱ型

アス

針入度（25℃） 1/10mm 174 55

軟化点 ℃ 71.5 61.5

PI 5.96 1.57

フラース脆化点 ℃ -28 -11

60℃粘度 Pa・s 8,620 1,480

伸度（15℃） cm 86 86

伸度（4℃） cm 69 54

試験項目

 

特殊改質
アス

ストアス
80/100

基準値
特殊改質

アス
改質Ⅱ型

アス
基準値

19mm 100 100

13.2 95～100 95～100

4.75 52～72 25～45

2.36 40～60 20～30

0.6 25～45 ―

0.3 16～33 ―

0.15 8～21 ―

0.075 6～11 8～13

― 5～7

8.5 8.6 ≧4.9 6.23 9.41 ≧4.9

― ― ― 4,500 ＞6,000 ≧3,000

― ― ― 10.4 15.2 ≦20

― ― ― 1.5 1.21 ≧0.9

-10℃ ― ― ― 0.13 0.08 ―

0℃ ― ― ― 0.22 0.16 ―

10℃ ― ― ― 0.21 0.14 ―

バインダ量　(％) 6.0 6.0

曲げ仕事量
（MPa）

MS安定度　(KN)

動的安定度(回/mm)

カンタブロ損失率（-20℃， ％）

きめ深さ(mm)

12.0

9.7 10.5

28.1 16.2

混合物名 密粒度混合物（13F） 北海道型SMA

バインダ種

合
成
粒
度

100 100

100 99.9

62.0 34.4

50.0 25.5

38.8 19.7

12.7

表-3 使用した混合物の性状 

表-2 アスファルト混合物の性状例 

特殊改質アス 改質Ⅱ型アス 特殊改質アス 改質Ⅱ型アス

破壊回数（回） 178,000 14,200 ― ―
脆化点（℃） ― ― -10 5

0℃曲げ強度（KN） ― ― 9.2 10.2
0℃曲げひずみ ― ― 0.021 0.008

試験名

試験条件

混合物名

試験結果

曲げ疲労試験 曲げ試験

載荷条件：両端固定2点載荷

供試体寸法：40×40×400mm
スパン長：300m

試験温度：5℃

載荷条件：ひずみ制御（周波数5Hz）
ひずみ：700μ

載荷条件：2点支持中央載荷

供試体寸法：50×50×300mm
スパン長：200m

ひずみ速度：6.25×10-3（1/s）
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